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2013 年 4 月 12 日 

日本船主協会総務部 

 

2013 年海運講習会を開催 

 

当協会は、3 月 28 日(木)に千代田区平河町の海運クラブ大ホールにおいて、主に会員会

社の新入社員を対象とした「2013 年海運講習会」を開催した。 

 

同講習会は、例年 3 月下旬に開催しており、新入社員の社会人としての門出を祝すととも

に、海運マン/ウーマンとしての自覚、および社会人としての心構えを認識することを目的とし

ている。また、海運界の新入社員が一同に集まる貴重な機会でもある。 

 

本年は、会員/関係会社等業界から全 25 社、153 名（うち会員会社 22 社。男性 117 名、

女性 36 名）が受講した。 今回は従来の形式を多少アレンジし、隣に他社の新入社員が着席

する座席指定や、昼食時に自由に移動できる立食形式を試みた。 講習会後実施したアンケ

ートでは、プログラムの内容や今後の抱負について概ね以下のような回答があった。  

・海運業界について異なるテーマのお話を、様々な視点で聞くことができた。 

・海運が日本を支える大切な産業であることを再認識した。 

・各講演者の経験を踏まえた話が興味深かった。 

・世界を支える大動脈として社会に貢献できればと思う。 

・海運国家である日本を支える一員として、日本海運を支えていく。 

また、この他寄せられる貴重なコメントを参考に今後の講習会の改善に努めていきたい。 

 

同講習会のプログラム、講演模様は以下のとおり。 

1． 講演「海運は本当に面白い」 当協会常勤副会長 五十嵐 誠 

2． 講演「海運の現況」 日本郵船㈱調査グループ長 森田 喜信 

  （昼食） 

3． コミュニケーション・マナー研修 J プレゼンスアカデミー講師 宮本 朋子 

4． 講演「世界史をつくった海賊」 獨協大学教授 竹田 いさみ 

5． 船長講話 ㈱商船三井船長 稲岡 俊一 

         (敬称略) 

 

>>> 1. 五十嵐副会長 

 「海運は本当に面白い」と題し、ご自身の経験、 

 失敗談、英語会得法を含む内容は新社会人へ 

 の最高のアドバイス。 
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>>> 2．日本郵船 森田調査グループ長 

 海運業界の存在の大きさを、政治/経済情勢などに 

 関係付けたプレゼン、詳細なデータ、説明はわかり 

 やすく、インパクトがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 >>>3. コミュニケーション・マナー研修 宮本講師 / 隣とのペアワーク（上記は書類の渡し方） 

 

 

 >>>4. 獨協大学 竹田教授 / 冒頭ディズニー映画の海賊を紹介、教養溢れる講義は興味津々。 

   講演後の質問にも応対する竹田教授。 

 

 >>> 5. 商船三井 稲岡船長 

  海上勤務の興味深いお話に加え、海難事故を防ぐ安全運航 

  の徹底が深く刻まれたプレゼン。「現場を知る」ことの重要性 

  は陸上・海上両職にとって激励のメッセージとなった。 

 

 

海運講習会は毎年 3 月下旬に開催しており、会員会社の新入社員のみならず会員以外の

会社や海事関係団体の新入社員も参加いただけます。 
  受講費(含昼食代) ： 会員会社 1 名 2,000 円 
  (2013 年実績)  その他会社/団体 1 名 5,000 円 

 

以上 


